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履歴書の様式例の作成について

Ⅰ 作成に至った背景

○ 厚生労働省では、これまで公正な採用選考を確保する観点から、一般財団法人日本

規格協会(ＪＩＳ)が示していたＪＩＳ規格の履歴書の様式例の使用を推奨していた。

○ 令和２年７月に、ＬＧＢＴ当事者を支援する団体から、厚生労働省、日本規格協会

等に対して履歴書様式の検討（性別欄の削除等）を求める要請が行われた。

○ 当該要請を契機に、ＪＩＳ規格の履歴書の様式例全体が削除された。

○ このため、公正な採用選考を進める上で参考となる様式を厚労省において定めるこ

ととした。

Ⅲ 作成した様式例の位置づけ

Ⅱ ＪＩＳ規格の履歴書と厚労省が作成した履歴書様式例の相違点（詳細は別紙参照）

１．性別欄を「男・女」の選択ではなく任意記載欄に変更。

なお、未記載とすることも可能とする。

２．「配偶者」「扶養家族数」「配偶者の扶養義務」「通勤時間」の各欄を様式内に設

けない（各欄を削除する）こととする。

Ⅳ 今後の対応

１．各労働局への通知及び管内事業所への周知指示

２．使用者団体に対して、傘下・会員企業への周知協力依頼

３．周知用リーフレットの作成および当該リーフレットを活用した各企業への周知

○ 公正な採用選考を確保するため、履歴書の様式例を示すもの。

○ 法的拘束力はない。そのため、当該様式の使用は個別の企業が判断可能。

※ 公正採用選考の周知・啓発は法律に基づくものではなく、企業の理解を得て行っているもの。

※ 別の様式の応募用紙を使用する際には、就職差別につながる項目を含めないよう留意が必要。

○ 様式例の作成後は活用状況等を把握し、適宜活用状況について公表する。
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履　歴　書 　 　　 　年　　月　　日現在 年 月

 氏　　名

※性別

 ふりがな  電話

※「性別」欄：記載は任意です。未記載とすることも可能です。

月

月 学　歴・職　歴（各別にまとめて書く）

 電話

（現住所以外に連絡を希望する場合のみ記入） 連絡先　〒

年

年

 ふりがな

 現住所　〒

 ふりがな

学　歴・職　歴（各別にまとめて書く）

　　　　   年　　　月　　　日生　　（満　　歳）　　

 本人希望記入欄（特に給料・職種・勤務時間・勤務地・その他についての希望などがあれば記入）

　志望の動機、特技、好きな学科、アピールポイントなど

免　許・資　格

写真をはる位置

写真をはる必要が

ある場合

1. 縦

横

2.本人単身胸から上

3.裏面のりづけ

履　歴　書 　 　　 　年　　月　　日現在 年 月

 氏　　名

※

男・女

 ふりがな  電話

配偶者 配偶者の扶養義務

１．鉛筆以外の黒又は青の筆記具で記入。　　２．数字はアラビア数字で、文字はくずさず正確に書く。

３．※印のところは、該当するものを○で囲む。

　志望の動機、特技、好きな学科、アピールポイントなど

人　

　扶養家族数（配偶者を除く）

　通勤時間

 本人希望記入欄（特に給料・職種・勤務時間・勤務地・その他についての希望などがあれば記入）

※ 有・無 ※ 有・無

約　　時間　　分

年

学　歴・職　歴（各別にまとめて書く）

免　許・資　格

 ふりがな

 現住所　〒

年　　月　　日生　（満　　歳）

 電話 ふりがな

 連絡先　〒 （現住所以外に連絡を希望する場合のみ記入）

記入上の注意

年 月 学　歴・職　歴（各別にまとめて書く）

月

写真をはる位置

写真をはる必要が

ある場合

1. 縦 36～40mm

横 24～30mm

2.本人単身胸から上

3.裏面のりづけ

○厚生労働省が作成した履歴書様式例（厚生労働省様式例）

（参考）日本規格協会が示していた履歴書様式例（ＪＩＳ規格様式例）

記載内容の変更

「男・女」選択から
任意記載に変更

右記４つの欄を削除

記載内容の変更

ＪＩＳ規格の履歴書と厚生労働省が作成した履歴書様式例の相違点

「男・女」選択から
任意記載に変更

削除

別 紙


